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広谷 (宮藤)浩子 (神奈川県＼立生命の星 ･地球
悼) ･広谷彰 (神奈川県立生命の星 ･地球博)
多 くの噂乳類において､体重はcondjtionを示
す指標 として最も重要であり､順位 ･出産率 ･生
まれ る子 どもの性 比などとの関わ りか進化生思学
的観 点か ら論じられ､野生動物 の保護管理のため
の基礎デー タとしても取 り上げ られて いる｡
い くつかの餌づ け群をのぞ くと､ニホ ンザル
では これまで野外 において定期的な体重測定か行
われ て解析 された例が少 ない｡本研究 では野生群
の体 皿測定 をおこない､各個体 のconditionの
変化 をモニ タリングするための システムの確立を
めざ した｡
測定に用 いた体重計(TRU-TEST社AG700型)
は､ 自動記録装故かつき 3秒 という短 時間で安定
した測定値か得られるものだが､家畜用に設計さ
れて いるので､ますこれをニホ ンザル に適 した形
に加工す る作業を行った｡これ と平行 して神奈川





場所 を選んで設怒すれば､オ トナメスを中心 に群
れの何細かの個体 の体重 を定期 的にはかれ る見通
しかついた｡体重 計にの った個体の識別と記録の
自動化や複数個体 か同時に体重 計にの って しまう
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(Cr-rpordanted to celJwal constituents of
60･120FLm). Faeces were then colected
twiceadayforseveraldays.Aufaeceswere
keptinSydneyUniversityforfunheranalysisof
markerconcentrations.
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